
さや管
樹脂管

施工のあとは、お客様に使用方法を十分に説明し、本書を必ずお渡しください。
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※

SP（SC）1100N（-P） （緊急ストッパー付）
SP（SC）1100UN（-P） （天井配管対応・緊急ストッパー付）
SP（SC）1100NJ（-P） （継手付・緊急ストッパー付）
SP（SC）1100UNJ（-P） （天井配管対応・継手付･緊急ストッパー付）
SP（SC）1100NDRT（-P） （三層管継手付・緊急ストッパー付）

注記：SC品番は逆止弁無し、 -P は樹脂製カプラー品

【注意1】

当木
(35mm以上)

500mm
程度の間隔
を空ける

支持固定

配管の障害に
ならない様、
ご注意下さい。

後付配管の支持固定
500mm程度の間隔を
空け遊びをもたせてく
ださい。

【注意2】

本製品は屋内専用です。屋外に取付けると凍結による漏水や紫外線によ
る破損が生じる恐れがあります。

凍結が予想される場合には、配管などに凍結防止対策を施してください。
（寒冷地にご使用の場合は、逆止弁なしを選定してください。）
凍結により器具が破損し、財産損害発生の恐れがあります。（有料修理と
なります。）
長期間使用しないときは急な冷え込みにそなえて凍結防止（配管内部の
水抜き等）を行ってください。

SP（SC）1100NJ（-P）･SP（SC）
1100UNJ（-P）には、樹脂管用
ワンタッチ継手が付いていま
す。継手の詳しい取扱いは当
社「アレスフィット」のカタロ
グ等をご覧下さい。

SP（SC）1100NDRT（-P）には、
三層管用ワンタッチ継手が付
いています。継手の詳しい取
扱いは当社「ドライフレックス」
のカタログ等をご覧下さい。

※Ｅ種管にはご使用できません。
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樹脂管の後付配管で管の押し戻しを行う場合、サドル等による管の
支持は 500mm 程度の間隔を空けて配管に遊びをもたせてください。
遊びがないと水栓本体の位置がずれ、正しく取付けできなくなる恐
れがあります。

カプラーに過度の衝撃や負荷を与えないでください。カプラーが破
損する恐れがあります。

カプラー

固定用ビス

養生キャップは仕上げ壁施
工後まで取り外さないでく
ださい。

養生キャップはカプラーか
らの脱落防止の為、嵌合性を
高めています。

養生キャップはカプラーの損傷などを防止する為、設置完了まで取り外さ
ないでください。カプラーが損傷した場合、漏水などの重大な事故の原因
となります。
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カプラー及び緊急ストッパーについて

発揮

（-   ） （-   ）

継手付・緊急ストッパー付
継手付・緊急ストッパー付・逆止弁無
三層管継手付・緊急ストッパー付
三層管継手付・緊急ストッパー付・逆止弁無

緊急ストッパー付・逆止弁無
緊急ストッパー付
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∅１３樹脂管用ワンタッチ継手 ∅１３三層管用ワンタッチ継手
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仕上り中心線

天井配管対応･緊急ストッパー付

天井配管対応･緊急ストッパー付･逆止弁無

（-   ） （-   ）

天井配管対応･継手付･緊急ストッパー付

天井配管対応･継手付･緊急ストッパー付･逆止弁無
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図の水栓本体はねじ付です。
他に樹脂管用ワンタッチ継手
付と三層管用ワンタッチ継手
付があります。

備考：
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※固定ナットを締めた後、カバープレートがガタついたり仕上げ壁から浮
いている場合は、水栓本体が下図の①、②で固定されている可能性があ
りますので、その場合は位置を修正してください。
　また、水栓本体が正しい位置に取り付けられている場合は、固定ナット
を増し締めしてください。

NG例
②水栓本体が出過ぎている（図は壁厚12.5mm時）

正しい位置
壁厚9.5mm時

突起部を折り、接した状態突起部に接した状態

壁厚15.0mm時

壁厚12.5mm時

①水栓本体の傾き

水栓ボックス

× ×水栓本体

< 仕様>
使用圧力：0.05～0.75MPa
温度：0～35℃（凍結しない温度）
流体：水道水（井戸水を除く）

< 取付条件>
壁内空間：40mm以上

< 仕様>
使用圧力：0.05～0.75MPa
温度：0～35℃（凍結しない温度）
流体：水道水（井戸水を除く）

< 取付条件>
壁内空間：40mm以上

受付時間：9:00～18:00
（土・日・祝日・夏季休暇・年末年始を除く）
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カプラーに過度の衝撃や負荷を与
えないでください。カプラーの破
損によって家財損害の原因となり
ます。

カプラー

（-   ）
（-   ）
（-   ）
（-   ）
（-   ）
（-   ）

（-   ）

（-   ）

（-   ）

（-   ）

カプラー部

カバープレートを水栓本体に取り付け固定ナットで挟み込み手締めで固定してく
ださい。


